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 HR/MR Engine
Technology Overview
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トルク向上の効果
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エンジンへの吸気・排気における空気抵抗にも着目、スムーズな空気の流れを実現することで低中速トルクを向上させています。

吸排気効率の向上

HR/MRエンジンは、エンジンの前方から空気を取り込み

後方から排気を行います。このレイアウトの採用によって豊

かな中・低速トルクを生み出すために有利な長い吸気管長

と、スムーズな排気を両立。

ストレートな排気系は排気抵抗を低減するとともにコンパ

クトなパッケージングを実現しました。

前方吸気／後方排気レイアウト

C-VTCは、エンジン回転数やアクセル開度などに応じてバ

ルブタイミングを可変させるシステムです。制御の見直しや

システムのフリクションの低減などにより、応答性をさらに

高め、トルク特性を最適化しました。

バルブタイミングの制御においては、高回転域でのフラット

なトルク特性を維持しながら、特に実用回転域の2000回

転付近でのトルク向上を重視。例えばシリンダーヘッドへの

吸気のガス流動が遅い実用域では、吸気バルブを早く閉じ

ることで充填効率を向上させています。

また、システムの超薄型化を実現、エンジンの軽量・コンパ

クト化にも貢献しています。

単に静粛性を高めるだけでなく、気持ちよい加速感を五感に伝える音であること。

エンジン音の質に徹底的にこだわりました。

感性領域へと進化した音振技術

エンジン音に対する印象は、音量の大きさだけでなく音色や

エンジン音に混ざる僅かな異音によって大きく左右されます。

HR/MRエンジンはインテークマニホールドの4本のブラン

チの長さを、音響的に等長化。軽快で美しい音の成分だけを

強調し、濁った音の成分を大幅に軽減させました。加速時に

エンジンから聞こえる「ジャー」といった不快な音を低減し、軽

快できれいなエンジン音を発生させます。

エンジン回転数の上昇とともに音圧が高まることで、気持ち

良い加速感を音響的に演出します。

サイレントチェーン

カムシャフトを駆動させるチェーンは、スプロケット(歯車)

と高速で噛み合うため、チェーンに設けられたピンから衝

撃音が発生します。

HR/MRエンジンは、ピンとは別の場所にスプロケットと噛

み合う歯を持つサイレントチェーンを採用。衝撃音を抑え、

静粛性を高めています。

音響等長マニホールド

連続可変バルブタイミングコントロール ( C-VTC : Continuous Valve Timing Control )


